
 

 

    平成２７年度政務活動費収支報告書 

 

                  会 派 名  新  政  会  

 

１  収   入   政 務 活 動 費  ３ ６ ０ ， ０ ０ ０  円  

 

２  支   出  

（ 単 位 :円 ）  

科    目  金     額  備       考  

調 査 研 修 費   １ ６ ０ ， ９ ６ ４  
平 成 28年 2月 4日 (木 ) 

地 方 議 員 研 究 会  受 講  

調 査 旅 費 

１ ３ ６ ， ６ ２ ０  
平 成 27年 7月 29日 (水 )～ 30日 （ 木 ）

新 潟 市 及 び 三 条 市 視 察  

  

  

  

  

資 料 作 成 費 ７ ２  

平 成 28年 3月 2日 （ 水 ）  

リ ニ ア 及 び 土 木 行 政 研 修 会  

資 料 印 刷 代  

資 料 購 入 費   

広 報 費 ３ ３ ， ９ １ ２  ホームページ更新及び管理料 

広 聴 費   

その他の経費   

合 計 ３ ３ １ ， ５ ６ ８   

 

 ３  残   額       ２ ８ ， ４ ３ ２  円  

 

(注 )備 考 欄 に は 、 主 た る 支 出 の 内 訳 を 記 載 す る 。  



















別記様式・添付資料 

 

 
 

平成２７年度会派視察報告書 

 

 

 

１．期   日 

   

   

 平成 27 年 7 月 29 日(水)～30 日(木)  

   

   

 

 

２．視 察 先 

   

   

 新潟県（新潟市・三条市）  

   

   

 

 

３．目   的 

   

 １ 新潟市 

わくわく教育ファーム推進事業について 

 

 ２ 三条市  

   燕三条工場の祭典について  

   

 

 

 

４．参加者氏名 

   

 粥 川 茂 和  

   

  三 浦 八 郎  

   

  鈴 木 雅 彦  

   

 

 

 

 

 

５．説 明 内 容  

   

   

   

   

   

  別紙のとおり  

   

   

   

   

   

  ※添付できる資料がありましたら、報告書に添付してください。 
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 期 日  平成 27 年 7 月 29 日(水）～30 日(木）  

 視察先  新潟県（新潟市・三条市） 

 参加者  粥川茂和・鈴木雅彦・三浦八郎 

 行 程 

7/29 JR 中津川駅－JR 名古屋駅－(東海道新幹線)－JR 東京駅－(上越新幹線)－ 

     7:00   8:24 8:42         10:23 10:44 

 

－JR 新潟駅－Taxi－昼食－Taxi－食育花育センター(視察研修）－Taxi－Hotel 

 12:38                  14:00  16:00 

 

7/30 hotel－JR 新潟駅－JR 三条駅－Taxi－三条市役所(視察研修)－Taxi－ 

   8：20  8：46  9：36      10：00   12：00  

 

昼食－JR 三条駅（信越本線）－JR 見附駅（えちごトキめき鉄道）－JR 上越妙高－ 

  13：59        14:10 14:19          15:37 16:16 

 

（北陸新幹線）－JR 長野（中央線）－JR 中津川 

         16:39 17:00   19:08 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   上の写真  新潟市 食育・花育センターでの視察研修会場 
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 新潟市  

1. 人口  801,270 人 H27.3 現在 

2. 予算  一般 364,500 千円 特別 220,875 千円 企業 122,725 千円 

 わくわく教育ファーム推進事業について 

1. 事業の目的 

新潟市は農業が盛んな環境を活かし、子どもたちの「生きる力」を育むため

本事業を進めている。 

 同市では教育ファームを通じ、市民が農業の現場を知り農産物など「食」へ

の関心を高め、農家を応援することで農業が活性化され、田園都市としての特

性を強化するとしている。 

2. 事業の内容 

教育委員会と農林水産部が連携し、学校の授業に農業体験学習プログラムを

取り入れた。 

農業体験を通じて学習を深め、農業への興味・関心も高めていくもので、ア

グリパーク・いくとぴあ食花、地域の農家などで行っており、子どもたちの生

きる力を培うとともに、農業を応援する人づくりを目指している。 

アグリパーク・いくとぴあ食花は、全国初の公立教育ファーム 

(1) アグリ・スタディ・プログラムの特徴 

① 文科省の学習要領に準拠している 

② 「学習課題」と「まとめ」のある授業にしている 

 授業のねらい（めあて）と成果（わかったこと）の確認を行い、言

葉にまとめて共有することが重要。 

例：まとめ＝お母さん牛が仔牛のために出した牛乳を、私たちが頂いている。ふりかえり＝牛

さん分けてくれてありがとう。大切に飲もう。（体験するだけでは成果に繋がらない） 

(2) アグリ・スタディ・プログラムの目的 

① 子ども達の「気づき」を通じ、問題解決に誘導する 

② 食と農の恵みに感謝し、命や人との絆を大切にする子どもを育てる 

③ 農業の素晴らしさに気づき、故郷を愛し誇りに思う子どもを育てる 

(3) 学習費用の支援制度 

① 助成対象  宿泊費・交通費・田んぼ借り上げ料 

② 日帰り学習  1 学級 1 回あたり 30,000 円、年間 3回まで 
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③ 宿泊学習   1 学級年間 1回 60,000 円+宿泊費全額 

④ 学習田借り上げ料   176,000 円／10ａ 

(4) 学習施設の設置と運営 

① いくとぴあ食花 整備費 99.7 億円 4 社の指定管理 

② アグリパーク  整備費 49.1 億円 4 社の指定管理 

3. 質 疑 

Q 各学校の活用状況について 

Α 小学校 1・2年生（生活科）が多いが、道徳など高科目に及ぶ 

Q 費用の助成限度（年間 3 回まで）と生産過程の一貫教育について 

Α 教育田は随所にあり、3 回以上の体験を行っている 

Q 中学校の利用方法について 

Α 農業体験ではなく、農を通した人間関係学習に重きを置いている 

Q 教育現場とする地域の農豪者の選定方法について 

Α 地域教育コーディネーターの協力で学校が選定している。学校のリク

エストに叶う農業者を彼らが選定して紹介する 

4. まとめ 

    地域創生の観点からも市民の郷土愛醸成は重要な課題であるが、解決に有 

効な手立ては無い。 

 市長の危機感に異なった部局が連携して応え、学校教育現場での取り組み 

は、防災教育でも有効なことが報告されており、同市の将来が期待される。 

 

 

 三条市  

1. 人口  101,339 人 H27.3 現在 

2. 予算  一般 45,505 千円 特別 24,803 千円 企業 3,146 千円 

 燕三条工場の祭典について 

1. 事業の背景と目的 

燕三条地域は伝統的な鍛冶技術による金属加工が盛んであるが、後継者問 

題や量産品に対抗するため、普段は閉鎖的な「工場」を開放し、職人の手仕 

事や製造工程の説明を通し販路開拓や雇用確保、産業観光を推進している。 
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上の写真  三条市役所内の視察研修会場 

2. 事業の内容 

従前から行われていた物品販売目的の「鍛冶祭り」を改革し、来場者が製造

工程の見学を可能とする「工場」を会場とした。 

職人が手間隙かけて作っている姿を見せるなど、製品や工場の魅力を伝え 

ていくため「工場見学」を中心としたイベントとした。 

期間  Ｈ26 年 10 月 2 日～5日 

場所  三条市・燕市の 59 工場 

実績  来場者 12,661 人（県外者 40.7％）製品購入率 42.2％ 

    CS＝79.6％（5 段階評価で 5の回答率） 

    メディア掲載数＝114 件（全国 52 件） 

実行委員会  

職人 9名・外部 (催事・デザイン・宣伝 各社 2 名)・事務局(行政） 

① 運営体制を作る 

有名イベント会社の協力を得られた。 

② 参加工場の募集・・・・コンセプト・声明の設定 

コンセプト＝工場(こうば)で人を繋げる 

声明＝何事にも誇りを持って取り組む。ものづくりの本質を体感しても

らう。地元雇用に貢献する。子ども達の憧れや夢となる。ものづくりの

整地にする。 

③ イベントの見栄え・・・・デザイン・ガイドブックの作製 
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④ 興味、関心のある人に情報発信・・・・情報媒体の選定 

業界誌、趣味の雑誌などに掲載した 

⑤ イベントをブランド化する・・・・有名イベントへの出展など 

ミラノサローネ展、新宿伊勢丹に出展、注目を集めた 

グットデザイン賞、産業観光まちづくり大賞を受賞し話題を集めた 

3. 工場の祭典参加者のその後 

3 代目包丁職人のＫさんの工場を海外からバイヤーが見学、さざ波仕 

上げの包丁を「まるで日本刀のようだ」と注文が殺到、牛肉用の包丁に 

も「さざ波仕上げ」のリクエストも多いとのこと。 

4. 質 疑 

Q 運営費用 1,500 万円の内訳と財源について 

Α 費用＝外部会社（3 社で 500 万円） 

段ボール箱やスタッフＴシャツ 500 万円・その他 500 万円。 

財源＝両市補助金各 500 万円・県より 200 万円・参加協賛金 1～50 万

円／1社 

Q イベントを企画し推進した主体組織について 

Α 行政が主導した 

Q 両市の会社(事業所)数は 

Α 製造業 2,000 で合計 3,000、大手メーカーの部品工場などは制約があ

り参加できない。 

Q 後継者育成の施策について 

Α 職人志望者の給与は、採用から 5か年間を行政が負担、独立に当たっ

ても空き工場の斡旋などの支援を行っている。 

5. まとめ 

    安価な量産品や外国製品との競争にさらされ、伝統技術を生かした職人技 

で仕上げた高級品は苦戦を強いられていたが、その弱みを活かしたこの祭典 

で、多くの工場が救われた。 

 ここにも熱血市長をはじめ、やる気の職員や職人など、成功の立役者が大 

勢いた。事業がひとつ成功すれば、他の部署は刺激を受けがんばる。こんな 

展開を中津川市でも是非と願う。 


